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(57)【要約】
【課題】コンソールの表示部上に、各撮影オーダ情報を
放射線技師にとって選択し易い状態に表示させることが
可能な放射線画像撮影システムを提供する。
【解決手段】放射線画像撮影システム５０のコンソール
Ｃは、被写体の撮影部位Ｐ６１の情報を含む撮影条件を
指定する撮影オーダ情報を入手して表示部Ｃａに表示し
、管理装置Ｓは、コンソールＣに対応付けられている撮
影室ＲａにおけるＦＰＤカセッテ１が装填されているブ
ッキー装置５１のタイプの情報や各撮影室Ｒａに備えら
れた専用機型の放射線画像撮影装置のタイプの情報に基
づいて、コンソールＣが撮影オーダ情報を表示部Ｃａに
表示させる際に、上記のタイプＰ７に対応する撮影部位
Ｐ６１を指定する撮影オーダ情報が上位に表示されるよ
うに、撮影オーダ情報の表示順を可変させる。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＦＰＤカセッテを装填可能なブッキー装置および／または専用機型の放射線画像撮影装
置と、被写体を介して前記ＦＰＤカセッテまたは前記専用機型の放射線画像撮影装置に放
射線を照射する放射線発生装置の放射線源とを備える複数の撮影室と、
　前記撮影室ごとに、前記ＦＰＤカセッテが装填されている前記ブッキー装置のタイプの
情報を管理し、および／または、前記各撮影室に備えられた前記専用機型の放射線画像撮
影装置のタイプの情報を管理する管理装置と、
　表示部を備え、いずれかの前記撮影室に対応付けられるとともに、前記ＦＰＤカセッテ
および／または前記専用機型の放射線画像撮影装置から送信された画像データに基づいて
放射線画像を生成する複数のコンソールと、
を備え、
　前記コンソールは、被写体の撮影部位の情報を含む撮影条件を指定する撮影オーダ情報
を入手して、前記表示部に表示し、
　前記管理装置は、前記コンソールに対応付けられている前記撮影室における前記ＦＰＤ
カセッテが装填されている前記ブッキー装置のタイプの情報および／または前記各撮影室
に備えられた前記専用機型の放射線画像撮影装置のタイプの情報に基づいて、前記コンソ
ールが前記撮影オーダ情報を前記表示部に表示させる際に、前記タイプに対応する前記撮
影部位を指定する前記撮影オーダ情報が上位に表示されるように、前記撮影オーダ情報の
表示順を可変させることを特徴とする放射線画像撮影システム。
【請求項２】
　前記管理装置は、前記コンソールから、前記撮影オーダ情報に基づく放射線画像撮影に
より得られた前記画像データに基づいて生成した前記放射線画像が確定された旨の通知を
受信すると、複数の前記各コンソールに対して、前記表示部に表示させる前記撮影オーダ
情報から当該撮影オーダ情報を削除させることを特徴とする請求項１に記載の放射線画像
撮影システム。
【請求項３】
　前記コンソールは、前記被写体である一の患者に対応する前記撮影オーダ情報を抽出し
、前記管理装置が管理する前記撮影室ごとの前記ＦＰＤカセッテが装填されている前記ブ
ッキー装置のタイプの情報および／または前記各撮影室に備えられた前記専用機型の放射
線画像撮影装置のタイプの情報に基づいて、当該患者が次に放射線画像撮影を行うべき前
記撮影室に関する情報を生成して、前記表示部に表示することを特徴とする請求項１また
は請求項２に記載の放射線画像撮影システム。
【請求項４】
　前記コンソールは、一の患者に対応する前記撮影オーダ情報に基づく放射線画像撮影で
得られた前記画像データに基づいて前記放射線画像を生成すると、当該一の患者に関して
指定された前記コンソールに当該放射線画像を送信することを特徴とする請求項１から請
求項３のいずれか一項に記載の放射線画像撮影システム。
【請求項５】
　前記一の患者に関して指定されたコンソールは、当該一の患者に対応する全ての前記撮
影オーダ情報の中で最後の前記撮影オーダに基づく放射線画像撮影を行った前記コンソー
ルであることを特徴とする請求項４に記載の放射線画像撮影システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放射線画像撮影システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　病気診断等を目的として、Ｘ線画像に代表される放射線を用いて撮影された放射線画像
が広く用いられている。こうした医療用の放射線画像は、従来からスクリーンフィルムを
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用いて撮影されていたが、放射線画像のデジタル化を図るために輝尽性蛍光体シートを用
いたＣＲ（Computed Radiography）装置が開発され、最近では、照射された放射線を、２
次元状に配置された放射線検出素子で検出して、デジタル画像データとして取得する放射
線画像撮影装置が開発されている。
【０００３】
　このタイプの放射線画像撮影装置はＦＰＤ（Flat Panel Detector）として知られてお
り、従来は支持台と一体的に形成され、撮影室に据え付けられた、いわゆる専用機型の放
射線画像撮影装置として形成されていた（例えば特許文献１参照）。しかし、近年、放射
線検出素子等をハウジングに収納して可搬型とされた放射線画像撮影装置が開発され、実
用化されている（例えば特許文献２、３参照）。
【０００４】
　また、このような可搬型の放射線画像撮影装置では、バッテリを内蔵し、アンテナ等を
備えた無線通信手段を介した電波のやりとりで信号やデータ等の送受信を行う放射線画像
撮影装置が開発されている（例えば特許文献４等参照）。なお、以下、可搬型の放射線画
像撮影装置を、ＦＰＤカセッテという。
【０００５】
　また、ＦＰＤカセッテや専用機型の放射線画像撮影装置を含む放射線画像撮影装置とし
ては、照射されたＸ線等の放射線の線量に応じて検出素子で電荷を発生させて電気信号に
変換するいわゆる直接型の放射線画像撮影装置や、照射された放射線をシンチレータ等で
可視光等の他の波長の電磁波に変換した後、変換され照射された電磁波のエネルギに応じ
てフォトダイオード等の光電変換素子で電荷を発生させて電気信号に変換するいわゆる間
接型の放射線画像撮影装置等が種々開発されている。
【０００６】
　なお、本発明では、直接型の放射線画像撮影装置における検出素子や、間接型の放射線
画像撮影装置における光電変換素子を、あわせて放射線検出素子という。
【０００７】
　ところで、このような放射線画像撮影装置を含む放射線画像撮影システムで放射線画像
を行う際、撮影は、被写体である患者の氏名や、撮影する患者の身体の部位（すなわち撮
影部位）や撮影方向等の撮影条件の情報を含む撮影オーダ情報に基づいて行われる。
【０００８】
　そして、放射線画像撮影システムでは、放射線技師等がコンソールを操作して、ＨＩＳ
（Hospital Information System；病院情報システム）やＲＩＳ（Radiology Information
 System；放射線科情報システム）から予め登録された撮影オーダ情報を入手し、入手し
た各撮影オーダ情報の中から、これから行う撮影に対応する１つの撮影オーダ情報を選択
して撮影を行うように構成されることが多い。
【０００９】
　しかし、通常、撮影オーダ情報は、登録順に表示される。そして、比較的多数の撮影オ
ーダ情報が登録されているような場合、例えば、コンソールの表示画面に、入手した多数
の撮影オーダ情報を表示させて、放射線技師等が画面をスクロールさせたりしながらそれ
らの撮影オーダ情報の中から必要な撮影オーダ情報を選択するように構成すると、放射線
技師等にとってコンソール上での操作が非常に煩雑なものになる。
【００１０】
　そこで、例えば特許文献５では、多数の撮影オーダ情報の中から特定の患者に関する撮
影オーダ情報のみを抽出し、まとめて表示するように構成された放射線画像撮影システム
の発明が開示されている。
【００１１】
　そして、さらに、当該患者に関する各撮影オーダ情報を表示する際、撮影オーダ情報で
指定されている撮影部位等の撮影条件に応じて、撮影オーダ情報ごとに、撮影に用いられ
る専用機型の放射線画像撮影装置やＦＰＤカセッテを装填するブッキー装置における「立
位」や「臥位」等のタイプの表示や、各タイプに応じたアイコン等を対応付けて表示する
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ことが提案されている。
【００１２】
　このようにして各撮影オーダ情報を表示するように構成することで、放射線技師等は、
患者ごとに各撮影オーダ情報が表示されるため、撮影オーダ情報を選択し易くなる。また
、それとともに、撮影オーダ情報に対応付けられた放射線画像撮影装置やブッキー装置の
タイプの表示やアイコンの表示を見ることで、選択した撮影オーダ情報に基づく撮影に、
例えば立位撮影用の放射線画像撮影装置やブッキー装置が用いられるか、臥位撮影用の放
射線画像撮影装置やブッキー装置が用いられるかを一目で判断することが可能となるとい
った利点がある。
【００１３】
　更に、撮影部位や撮影方向の組合せによっては、一見すると、複数のタイプ、例えば、
立位タイプ及びカセッテタイプの両方で撮影可能と思える場合もあるが、他の撮影オーダ
や照射条件等を加味すると、熟練の技師の場合、使用すべきタイプが一義的に解釈できる
が、比較的経験の浅い技師の場合には解釈できないので、使用すべきタイプをアイコンで
表示しておくことにより、タイプ間違い撮影を未然に防止することができるという利点も
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】特許第３６３９７５０号公報
【特許文献２】特開２００６－０５８１２４号公報
【特許文献３】特開平６－３４２０９９号公報
【特許文献４】特開平７－１４０２５５号公報
【特許文献５】特許第４５２４０６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　ところで、病院や医院等の施設では、放射線技師等が複数おり、例えばある放射線技師
は「立位」の放射線画像撮影のみを専門に行い、他の放射線技師は「立位」や「臥位」を
含むあらゆる形態での撮影を行うことが許されているようなケースがある。
【００１６】
　このようなケースで、例えば上記の特許文献５に記載された方式を採用すると、例えば
「立位」の放射線画像撮影のみを専門に行う放射線技師にとっては、患者ごとの各撮影オ
ーダ情報の中から、タイプの表示やアイコンを見て、改めて「立位」で撮影を行う各撮影
オーダ情報をピックアップしなければならなくなる。
【００１７】
　或いは、当該放射線技師は、一旦、コンソールの画面上に、全ての撮影オーダ情報を登
録順に表示する状態に戻したうえで、タイプの表示やアイコンを見て、改めて「立位」で
撮影を行う各撮影オーダ情報を一つ一つピックアップすることになる。しかし、いずれに
しても、当該放射線技師にとっては、やはりコンソール上での操作が煩雑なものになって
しまう。
【００１８】
　また、可搬型のＦＰＤカセッテは、単体で使用したり、立位や臥位のブッキー装置に装
填して使用したりすることが可能である。また、一の撮影室内に立位、及び、臥位のブッ
キー装置が存在している時、撮影室内のＦＰＤカセッテは単独の状態か、或いは、ブッキ
ー装置に装填されているか、また、どのブッキー装置に装填されているか、に係らず、例
えば立位及び臥位ブッキーを指定する撮影オーダがある。
【００１９】
　そのような場合、ＦＰＤカセッテが立位ブッキーに装填されているにもかかわらず、撮
影室外にあるコンソールから臥位ブッキーを最初に指定してしまうと、この指定に伴い、
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対応する放射線源のＸ線管球の起動等も開始される。そのため、撮影室内で、一旦ＦＰＤ
カセッテを立位ブッキーから臥位ブッキーに入れ替える作業が必要になり、放射線技師に
とっては、撮影に際し、ムダ作業が発生してしまうことになる。
【００２０】
　また、複数の技師で、一人の患者の複数の撮影予約（撮影オーダ情報）に対応する場合
、自分の担当の撮影が終了した場合に、次の撮影に備え、当該患者をいずれかの撮影室へ
誘導することになるが、ＦＰＤカセッテを使用するシステムにおいては、各撮影室で共通
にＦＰＤカセッテが使用（持ち回り使用）されることが多い。
【００２１】
　そのため、時々刻々と各撮影室内で実施可能な撮影が変化することになるが、当該患者
の次の撮影へ向け、どの撮影室に案内すべきか、等に関する配慮が行われていなかったの
で、放射線科内全体の撮影効率の向上や患者サービスの観点からは、好ましいものではな
かった。
【００２２】
　本発明は、上記の課題を鑑みてなされたものであり、コンソールの表示部上に、当該コ
ンソールと対応付けられた各撮影室内の撮影可能な状況に応じて、各撮影オーダ情報を放
射線技師にとって選択し易い状態に表示させることが可能な放射線画像撮影システムを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　前記の問題を解決するために、本発明の放射線画像撮影システムは、
　ＦＰＤカセッテを装填可能なブッキー装置および／または専用機型の放射線画像撮影装
置と、被写体を介して前記ＦＰＤカセッテまたは前記専用機型の放射線画像撮影装置に放
射線を照射する放射線発生装置の放射線源とを備える複数の撮影室と、
　前記撮影室ごとに、前記ＦＰＤカセッテが装填されている前記ブッキー装置のタイプの
情報を管理し、および／または、前記各撮影室に備えられた前記専用機型の放射線画像撮
影装置のタイプの情報を管理する管理装置と、
　表示部を備え、いずれかの前記撮影室に対応付けられるとともに、前記ＦＰＤカセッテ
および／または前記専用機型の放射線画像撮影装置から送信された画像データに基づいて
放射線画像を生成する複数のコンソールと、
を備え、
　前記コンソールは、被写体の撮影部位の情報を含む撮影条件を指定する撮影オーダ情報
を入手して、前記表示部に表示し、
　前記管理装置は、前記コンソールに対応付けられている前記撮影室における前記ＦＰＤ
カセッテが装填されている前記ブッキー装置のタイプの情報および／または前記各撮影室
に備えられた前記専用機型の放射線画像撮影装置のタイプの情報に基づいて、前記コンソ
ールが前記撮影オーダ情報を前記表示部に表示させる際に、前記タイプに対応する前記撮
影部位を指定する前記撮影オーダ情報が上位に表示されるように、前記撮影オーダ情報の
表示順を可変させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明のような方式の放射線画像撮影システムによれば、放射線技師が、撮影室内の特
定のタイプのブッキー装置にＦＰＤカセッテを装填したり、或いは特定のタイプの専用機
型の放射線画像撮影装置が設けられている撮影室を指定することで、コンソールの表示部
上に、当該タイプの各撮影オーダ情報が上位に表示されるように表示順が可変された状態
で、各撮影オーダ情報を表示させることが可能となる。
【００２５】
　そのため、放射線技師は、例えば登録順に表示された各撮影オーダ情報の中から当該タ
イプの撮影オーダ情報をいちいちピックアップして選択する必要がなくなる。そして、例
えば当該タイプが上位に表示された各撮影オーダ情報を上から順に順次選択することが可
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能となり、表示部上で撮影オーダ情報を選択し易くなる。
【００２６】
　そのため、放射線技師にとって、コンソール上での操作を非常に容易に行うことが可能
となり、放射線画像撮影システムが放射線技師にとって非常に使い勝手がよいものとなる
。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本実施形態に係る放射線画像撮影装置の外観斜視図である。
【図２】図１の放射線画像撮影装置を反対側から見た外観斜視図である。
【図３】図１におけるＸ－Ｘ線に沿う断面図である。
【図４】放射線画像撮影装置の基板の構成を示す平面図である。
【図５】図４の基板上の小領域に形成された放射線検出素子とＴＦＴ等の構成を示す拡大
図である。
【図６】フレキシブル回路基板やＰＣＢ基板等が取り付けられた基板を説明する側面図で
ある。
【図７】本実施形態に係る放射線画像撮影システムの全体構成を示す図である。
【図８】本実施形態に係る放射線画像撮影システムの別の構成例の全体構成を示す図であ
る。
【図９】撮影室も構成を示す図である。
【図１０】放射線画像撮影装置のコネクタとブッキー装置のコネクタとが接続された状態
を表す外観斜視図である。
【図１１】カセッテ保持部の内部にコネクタが設けられたブッキー装置を説明する図であ
る。
【図１２】ＦＰＤカセッテがクレードルに挿入され、コネクタ同士が接続された状態を表
す断面図である。
【図１３】タグリーダを備える構成を示す図である。
【図１４】撮影オーダ情報の例を示す図である。
【図１５】撮影オーダ情報を表示する選択画面の例を示す図である。
【図１６】図１５の状態から撮影に用いられるブッキー装置等のタイプが変更された状態
を表す図である。
【図１７】選択された各撮影オーダ情報に対応する各アイコン等が表示された画面の例を
示す図である。
【図１８】フォーカスされた元のアイコンの位置にプレビュー画像が表示された状態を示
す図である。
【図１９】次のアイコンがフォーカスされ、元のアイコンの位置に放射線画像が表示され
た状態を示す図である。
【図２０】撮影室内に存在するＦＰＤカセッテおよび立位撮影用のブッキー装置に装填さ
れたＦＰＤカセッテを表すマップの例を示す図である。
【図２１】図２０の状態でさらにＦＰＤカセッテが臥位撮影用のブッキー装置に装填され
た場合を表すマップの例を示す図である。
【図２２】タイプが「立位」の各撮影オーダ情報が上位に表示された選択画面の例を示す
図である。
【図２３】患者が次に放射線画像撮影を行うべき撮影室に関する情報を表示する画面の例
を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明に係る放射線画像撮影システムの実施の形態について、図面を参照して説
明する。ただし、本発明は以下の図示例のものに限定されるものではない。
【００２９】
［放射線画像撮影装置について］
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　まず、本実施形態に係る放射線画像撮影システム５０における放射線画像撮影に用いら
れる放射線画像撮影装置１について説明する。
【００３０】
　なお、以下では、放射線画像撮影装置として、可搬型の放射線画像撮影装置１すなわち
ＦＰＤカセッテ１について説明するが、前述したように、放射線画像撮影装置は、撮影室
に据え付けられ、支持台等と一体的に形成された専用機型の放射線画像撮影装置であって
もよい。
【００３１】
　そして、以下においても説明するが、例えば立位撮影用の専用機型の放射線画像撮影装
置は、後述する立位撮影用のブッキー装置５１Ａ（後述する図９参照）にＦＰＤカセッテ
１が装填された状態と同じ状態として扱うことが可能である。また、例えば臥位撮影用の
専用機型の放射線画像撮影装置は、後述する臥位撮影用のブッキー装置５１Ｂ（同図参照
）にＦＰＤカセッテ１が装填された状態と同じ状態として扱いことが可能である。
【００３２】
　また、以下では、放射線画像撮影装置（ＦＰＤカセッテ）として、シンチレータ等を備
え、放射された放射線を可視光等の他の波長の電磁波に変換して電気信号を得るいわゆる
間接型の放射線画像撮影装置について説明するが、本発明は、シンチレータ等を介さずに
放射線を放射線検出素子で直接検出する、いわゆる直接型の放射線画像撮影装置に対して
も適用することができる。
【００３３】
　図１は、本実施形態に係るＦＰＤカセッテの外観斜視図であり、図２は、ＦＰＤカセッ
テを反対側から見た外観斜視図である。また、図３は、図１のＸ－Ｘ線に沿う断面図であ
る。ＦＰＤカセッテ１は、図１～図３に示すように、筐体状のハウジング２内にシンチレ
ータ３や基板４等で構成されるセンサパネルＳＰが収納されている。
【００３４】
　図１や図２に示すように、ＦＰＤカセッテ１の筐体２のうち、放射線入射面Ｒを有する
中空の角筒状のハウジング本体部２Ａは、放射線を透過するカーボン板やプラスチック等
の材料で形成されており、ハウジング本体部２Ａの両側の開口部を蓋部材２Ｂ、２Ｃで閉
塞することで筐体２が形成されている。
【００３５】
　図１に示すように、筐体２の一方側の蓋部材２Ｂには、電源スイッチ３７や選択スイッ
チ３８、コネクタ３９、バッテリ状態やＦＰＤカセッテ１の起動状態等を表示するＬＥＤ
等で構成されたインジケータ４０等が配置されている。
【００３６】
　また、図２に示すように、筐体２の反対側の蓋部材２Ｃには、ＦＰＤカセッテ１の識別
情報であるカセッテＩＤを無線で後述するコンソールＣや管理装置Ｓ等に送信したり、画
像データＤ等をコンソールＣに無線で転送するための無線通信手段であるアンテナ装置４
１が埋め込まれている。なお、アンテナ装置４１を設ける場合には、アンテナ装置４１の
筐体２上の配置場所や配置する個数は適宜決められる。
【００３７】
　筐体２の内部には、図３に示すように、センサパネルＳＰの基板４の下方側に図示しな
い鉛の薄板等を介して基台３１が配置され、基台３１には、電子部品３２等が配設された
ＰＣＢ基板３３や緩衝部材３４等が取り付けられている。なお、基板４やシンチレータ３
の放射線入射面Ｒ側には、それらを保護するためのガラス基板３５が配設されている。ま
た、センサパネルＳＰと筐体２の側面との間にも緩衝材３６が設けられている。
【００３８】
　シンチレータ３は、基板４の後述する検出部Ｐに貼り合わされるようになっている。シ
ンチレータ３は、例えば、蛍光体を主成分とし、放射線の入射を受けると３００～８００
ｎｍの波長の電磁波、すなわち可視光を中心とした電磁波に変換して出力するものが用い
られる。
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【００３９】
　基板４は、ガラス基板で構成されており、図４に示すように、基板４のシンチレータ３
に対向する側の面４ａ上には、複数の走査線５と複数の信号線６とが互いに交差するよう
に配設されている。基板４の面４ａ上の複数の走査線５と複数の信号線６により区画され
た各小領域ｒには、放射線検出素子７がそれぞれ設けられている。
【００４０】
　このように、走査線５と信号線６で区画された各小領域ｒに二次元状（マトリクス状と
もいう。）に配列された複数の放射線検出素子７が設けられた領域ｒ全体、すなわち図４
に一点鎖線で示される領域が検出部Ｐとされている。
【００４１】
　放射線検出素子７としては、フォトダイオードが用いられているが、この他にも例えば
フォトトランジスタ等を用いることも可能である。各放射線検出素子７は、図４の拡大図
である図５に示すように、スイッチ手段であるＴＦＴ８のソース電極８ｓに接続されてい
る。また、ＴＦＴ８のドレイン電極８ｄは信号線６に接続されている。
【００４２】
　また、ＴＦＴ８は、図示しないゲートドライバから走査線５を介してゲート電極８ｇに
オン電圧が印加されるとオン状態となって放射線検出素子７内に蓄積されている電荷を信
号線６に放出させる。また、ゲートドライバから走査線５を介してゲート電極８ｇにオフ
電圧が印加されるとオフ状態となって放射線検出素子７から信号線６への電荷の放出を停
止して、放射線検出素子７内に電荷を保持するようになっている。
【００４３】
　図５に示すように、列状に配置された複数の放射線検出素子７にそれぞれバイアス線９
が接続されており、図４に示すように、各バイアス線９は、基板４の検出部Ｐの外側の位
置で１本の結線１０に結束されている。そして、図示しないバイアス電源から結線１０お
よびバイアス線９を通じて各放射線検出素子７に逆バイアス電圧が印加されるようになっ
ている。
【００４４】
　また、各走査線５や各信号線６、バイアス線９の結線１０は、それぞれ基板４の端縁部
付近に設けられた入出力端子（パッドともいう）１１に接続されている。各入出力端子１
１には、図６に示すように、ＩＣ１２ａ等のチップがフィルム上に組み込まれたフレキシ
ブル回路基板（Chip On Film等ともいう。）１２が異方性導電接着フィルム（Anisotropi
c Conductive Film）や異方性導電ペースト（Anisotropic Conductive Paste）等の異方
性導電性接着材料１３を介して接続されている。
【００４５】
　また、フレキシブル回路基板１２は、基板４の裏面４ｂ側に引き回され、裏面４ｂ側で
前述したＰＣＢ基板３３に接続されるようになっている。このようにして、ＦＰＤカセッ
テ１のセンサパネルＳＰの基板４部分が形成されている。なお、図６では、電子部品３２
等の図示が省略されている。
【００４６】
　なお、図示を省略するが、専用機型の放射線画像撮影装置は、例えば、このようなセン
サパネルＳＰが内蔵された筐体が、撮影室の床面等に固定された図示しない支持台に対し
て、例えば上下動可能な状態で取り付けられる等して設けられる。
【００４７】
　一方、ＦＰＤカセッテ１では、患者の身体等の被写体を介して放射線が照射された後、
各放射線検出素子７から画像データＤの読み出し処理が行われるようになっている。そし
て、本実施形態では、ＦＰＤカセッテ１は、各放射線検出素子７から読み出した各画像デ
ータＤから所定の割合でデータを間引いてデータ量を減少させた間引きデータＤｔを作成
するようになっている。
【００４８】
　そして、本実施形態では、ＦＰＤカセッテ１は、撮影が終了するごとに、無線通信手段
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であるアンテナ装置４１を介して後述するコンソールＣに間引きデータＤｔを送信するよ
うになっている。そして、間引きデータＤｔを送信した後、続けて自動的に画像データＤ
を送信するようになっている。なお、送信される間引きデータＤｔや画像データＤには、
当該ＦＰＤカセッテ１のカセッテＩＤが付帯されて送信されるようになっている。
【００４９】
　また、ＦＰＤカセッテ１は、各画像データＤに重畳されている暗電荷に起因するオフセ
ット分を取得するためのダーク読取処理を所定のタイミングで行うようになっており、ダ
ーク読取処理で読み出したダーク読取値ｄに基づいて算出したオフセットデータＯをコン
ソールＣに自動的に送信するようになっている。
【００５０】
［放射線画像撮影システムについて］
　次に、本実施形態に係る放射線画像撮影システム５０の構成等について説明する。図７
や図８は、本実施形態に係る放射線画像撮影システムの全体構成を示す図である。
【００５１】
　本実施形態では、放射線画像撮影システム５０は、複数の撮影室Ｒａと複数のコンソー
ルＣと管理装置Ｓとを備えて構成される。
【００５２】
　なお、以下では、管理装置ＳとコンソールＣとが別体として設けられている場合につい
て説明するが、例えば複数のコンソールＣ中の１つのコンソールＣが管理装置Ｓの機能を
兼ねるように構成することも可能である。
【００５３】
　また、例えば図７に示すように、複数の撮影室Ｒａと複数のコンソールＣとがＬＡＮ（
Local Area Network）等のネットワークＮを介して接続されており、さらに、ネットワー
クＮに管理装置Ｓを接続するように構成することが可能である。また、例えば図８に示す
ように、予め撮影室Ｒａに１対１に対応付けられた複数のコンソールＣがネットワークＮ
を介して接続されており、そのネットワークＮに、管理装置Ｓを接続するように構成する
ことも可能である。
【００５４】
　さらに、図示を省略するが、ネットワークＮには、他のコンピュータや、放射線画像を
フィルム等の画像記録媒体に記録して出力するイメージャ等の外部機器、或いは前述した
ＨＩＳやＲＩＳ等の必要な装置や設備が接続されている。
【００５５】
　各撮影室Ｒａは、撮影する患者の身体の部位すなわち被写体の撮影部位に放射線を照射
して放射線画像撮影を行う部屋である。以下、放射線画像撮影システム５０における各撮
影室Ｒａ内の構成等について説明する。なお、以下では、図７に示した場合について説明
するが、図８に示したように構成する場合には、例えば後述する前室Ｒｂ内にコンソール
Ｃが設けられる。
【００５６】
　撮影室Ｒａ内には、図９に示すように、ＦＰＤカセッテ１を装填可能なブッキー装置５
１が設置されており、ブッキー装置５１は、カセッテ保持部（カセッテホルダともいう。
）５１ａにＦＰＤカセッテ１を装填して用いることができるようになっている。
【００５７】
　本実施形態では、各撮影室Ｒａ内には、ブッキー装置５１として、立位撮影用（すなわ
ち患者を起立された状態で行う撮影用）のタイプのブッキー装置５１Ａ（以下、立位撮影
用のブッキー装置５１Ａという。）と、臥位撮影用（すなわち患者を天板上に横臥された
状態で行う撮影用）のタイプのブッキー装置５１Ｂ（以下、臥位撮影用のブッキー装置５
１Ｂという。）との２種類のタイプのブッキー装置５１Ａ、５１Ｂが備えられている。
【００５８】
　なお、各撮影室Ｒａ内に、立位撮影用のブッキー装置５１Ａと臥位撮影用のブッキー装
置５１Ｂのいずれか一方のみが設置されていてもよい。また、ブッキー装置５１と専用機
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型の放射線画像撮影装置とが並存する状態であってもよい。
【００５９】
　さらには、撮影室Ｒａ内に専用機型の放射線画像撮影装置のみが設けられていてもよい
ことは前述した通りである。なお、この場合も、撮影室Ｒａ内に、立位撮影用の専用機型
の放射線画像撮影装置と臥位撮影用の専用機型の放射線画像撮影装置の両方或いはいずれ
か一方を設置することが可能である。
【００６０】
　本実施形態では、ブッキー装置５１は、カセッテ保持部５１ａに従来のＣＲカセッテを
装填して用いることもできるように構成されており、撮影室ＲａにＣＲカセッテ用に設置
されている既存のブッキー装置が用いられる。
【００６１】
　そのため、上記のＦＰＤカセッテ１は、ＣＲカセッテと同様の寸法になるように形成さ
れている。すなわち、ＣＲカセッテは、従来のスクリーンフィルム用のカセッテにおける
ＪＩＳ規格サイズ（対応する国際規格はＩＥＣ　６０４０６）に準拠して、１４インチ×
１７インチ（半切サイズ）等の寸法で形成される。また、放射線入射方向の厚さは１５ｍ
ｍ＋１ｍｍ～１５ｍｍ－２ｍｍの範囲内になるように形成される。
【００６２】
　そして、このＪＩＳ規格サイズのＣＲカセッテを装填することができるブッキー装置５
１への装填使用を可能とするため、ＦＰＤカセッテ１も、ＣＲカセッテが準拠するスクリ
ーンフィルム用のカセッテにおけるＪＩＳ規格に準拠した寸法で形成されている。
【００６３】
　なお、スクリーン／フィルムカセッテやＣＲカセッテ用の既存のブッキー装置を用いな
い場合には、ＦＰＤカセッテ１を上記の寸法で形成する必要はなく、ＦＰＤカセッテ１を
任意の大きさや形状に形成することが可能である。しかし、その際には、ブッキー装置５
１として、任意に設定された形状のＦＰＤカセッテ１を装填することができるブッキー装
置を新たに撮影室Ｒａ内に設置することが必要となる。
【００６４】
　本実施形態では、例えば図１０に示すように、ブッキー装置５１から延びるケーブルの
先端に設けられたコネクタ５１ｂをＦＰＤカセッテ１のコネクタ３９（図１参照）に接続
した状態で、ＦＰＤカセッテ１をブッキー装置５１のカセッテ保持部５１ａに装填するよ
うに構成されている。
【００６５】
　また、例えば図１１に示すように、ブッキー装置５１のカセッテ保持部５１ａの内部に
、装填されたＦＰＤカセッテ１のコネクタ３９と接続されるコネクタ５１ｂを設けておき
、ＦＰＤカセッテ１を装填すると、ＦＰＤカセッテ１のコネクタ３９とブッキー装置５１
のコネクタ５１ｂとが自動的に接続されるように構成することも可能である。
【００６６】
　そして、ブッキー装置５１のコネクタ５１ｂとＦＰＤカセッテ１のコネクタ３９とを接
続する際に、ブッキー装置５１からＦＰＤカセッテ１に電力を供給するように構成するこ
とが可能である。このように構成すれば、ＦＰＤカセッテ１に内蔵されたバッテリの消耗
を防止することが可能となる。
【００６７】
　また、ケーブルを後述する中継器５４に接続して、ブッキー装置５１に装填されたＦＰ
Ｄカセッテ１からコンソールＣに画像データＤを送信する際に、ケーブルを介して有線方
式で送信するように構成することも可能である。
【００６８】
　そして、本実施形態では、ブッキー装置５１のコネクタ５１ｂとＦＰＤカセッテ１のコ
ネクタ３９とを接続された段階で、ブッキー装置５１がＦＰＤカセッテ１の識別情報であ
るカセッテＩＤを読み取って、或いは、ＦＰＤカセッテ１がブッキー装置５１の識別情報
であるブッキーＩＤを読み取って、ケーブルを介して後述する管理装置Ｓに、カセッテＩ
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ＤとブッキーＩＤとを対応付けて送信するようになっている。
【００６９】
　対応付けられたカセッテＩＤとブッキーＩＤの情報を、ブッキー装置５１からコンソー
ルＣにも送信するように構成することも可能である。
【００７０】
　図７～図９に示すように、撮影室Ｒａには、被写体である患者の身体（すなわち被写体
の撮影部位）を介してＦＰＤカセッテ１（或いは専用機型の放射線画像撮影装置）に放射
線を照射する放射線源５２が少なくとも１つ設けられている。
【００７１】
　本実施形態では、放射線源５２Ａ（図９参照）は、例えば撮影室Ｒａの天井からつり下
げられて配置されるようになっており、撮影時にはコンソールＣからの指示に基づいて起
動され、図示しない移動手段により所定の位置にまで移動されるようになっている。
【００７２】
　そして、図９に示すように、放射線の照射方向を変えることで、立位撮影用のブッキー
装置５１Ａや臥位撮影用のブッキー装置５１Ｂに装填されたＦＰＤカセッテ１に対して放
射線を照射することができるようになっている。
【００７３】
　なお、撮影室Ｒａ内に、専用機型の放射線画像撮影装置が設けられる場合や、専用機型
の放射線画像撮影装置とブッキー装置５１とが混在するように設けられる場合も、放射線
源５２の放射線の照射方向を変えることで、それらの装置に対して放射線を照射させるよ
うに構成することが可能である。
【００７４】
　また、本実施形態では、撮影室Ｒａには、立位撮影用や臥位撮影用のブッキー装置５１
Ａ、５１Ｂには対応付けられていないポータブルの放射線源５２Ｂも設けられている。ポ
ータブルの放射線源５２Ｂは、撮影室Ｒａ内のいかなる場所にも持ち運びでき、任意の方
向に放射線を照射できるようになっている。
【００７５】
　そして、ＦＰＤカセッテ１を単独の状態（すなわちブッキー装置５１に装填しない状態
）で被写体である患者の身体の部分にあてがったり、臥位撮影用のブッキー装置５１Ｂの
天板や図示しないベッドと患者の身体との間に差し込んだりした状態で、ポータブルの放
射線源５２Ｂから適切な距離や方向で放射線を照射することができるようになっている。
【００７６】
　放射線源５２は、図示しないＸ線管球を備えており、Ｘ線管球は、後述する放射線発生
装置５７から所定の管電圧や管電流等が供給されると、指定された照射時間だけ管電圧や
管電流を供給する等して、管電流等に応じた線量の放射線を照射するようになっている。
【００７７】
　撮影室Ｒａは放射線が撮影室外に漏洩しないように鉛などでシールドされているため、
撮影室Ｒａ内でＦＰＤカセッテ１からアンテナ装置４１を介して画像データＤ等の情報を
送受信しようとしても、そのままでは送受信することが困難になる。
【００７８】
　そこで、図７～図９に示すように、各撮影室Ｒａには、ＦＰＤカセッテ１からコンソー
ルＣに画像データＤ等を送信する際にＦＰＤカセッテ１から発信された画像データＤ等を
受信するための無線アンテナ（アクセスポイント等ともいう。）５３を備えた中継器５４
がそれぞれ設けられている。
【００７９】
　そして、中継器５４は、ネットワークＮを介して（図７参照）或いは直接（図８参照）
コンソールＣに接続されており、また、ネットワークＮ（図７、図８参照）を介して管理
装置Ｓと接続されている。
【００８０】
　本実施形態では、図９に示すように、中継器５４には、後述するクレードル５５や前室



(12) JP 2012-157666 A 2012.8.23

10

20

30

40

50

Ｒｂの放射線発生装置５７等が接続されており、中継器５４は、それらの各装置やブッキ
ー装置５１や専用機型の放射線画像撮影装置と、撮影室Ｒａ外のコンソールＣや管理装置
Ｓとの間の通信を中継するようになっている。
【００８１】
　そして、中継器５４は、無線アンテナ５３やクレードル５５、後述する放射線発生装置
５７等の撮影室Ｒａや前室Ｒｂ内の各装置からコンソールＣや管理装置Ｓ等に送信する信
号やデータ等を中継する際、それらの信号やデータ等に、自らの識別情報（以下、中継器
ＩＤという。）を付帯させて送信するようになっている。
【００８２】
　本実施形態では、図１２に示すように、撮影室Ｒａに持ち込まれたＦＰＤカセッテ１が
挿入されて、ＦＰＤカセッテ１のコネクタ３９とクレードル５５のコネクタ５５ａとが接
続されると、ＦＰＤカセッテ１からクレードル５５や中継器５４を介して管理装置Ｓにカ
セッテＩＤが通知されるようになっている。
【００８３】
　なお、カセッテＩＤの情報を、クレードル５５からコンソールＣにも送信するように構
成することも可能である。
【００８４】
　また、クレードル５５は、通常、ＦＰＤカセッテ１等を保管したり充電するために用い
られるものであり、本実施形態においても、クレードル５５が充電等の機能を有するよう
に構成することも可能である。さらに、図１２では、ＦＰＤカセッテ１を挿入する挿入口
が２個設けられたクレードル５５が示されているが、挿入口は１個でもよく、或いは３個
以上設けられていてもよい。
【００８５】
　さらに、クレードル５５は撮影室Ｒａと前室Ｒｂの何れに設置されてもよく、撮影室Ｒ
ａに設置される場合には、放射線源５２から照射される放射線が到達しない位置、すなわ
ち、例えば撮影室Ｒａのコーナーの位置等に設置される。
【００８６】
　なお、撮影室Ｒａ内に持ち込まれたＦＰＤカセッテ１を検知してコンソールＣや管理装
置ＳにカセッテＩＤを通知する手段としては、上記のようにクレードル５５を用いる代わ
りに、或いは、それと併用して、図１３に示すように、例えば撮影室Ｒａや前室Ｒｂの扉
付近にタグリーダ５８を設けるように構成することも可能である。
【００８７】
　このように構成する場合、予め、ＦＰＤカセッテ１内に、いわゆるＲＦＩＤタグ等の図
示しないタグを内蔵させておき、タグにＦＰＤカセッテ１のカセッテＩＤ等の固有情報を
記憶させておく。そして、ＦＰＤカセッテ１がタグリーダ５８の近傍を通過して撮影室Ｒ
ａや前室Ｒｂに持ち込まれる際に、タグリーダ５８でＦＰＤカセッテ１のタグからカセッ
テＩＤ等の情報を読み取って管理装置Ｓに通知するように構成することが可能である。
【００８８】
　このように、タグリーダ５８を用いるように構成する場合、ＦＰＤカセッテ１の撮影室
Ｒａ内への持ち込みと当該撮影室Ｒａからの持ち出しの両方を検知することが可能となる
。なお、読み取ったカセッテＩＤの情報を、タグリーダ５８からコンソールＣにも送信す
るように構成することも可能である。
【００８９】
　図９に示すように、前室（操作室等ともいう。）Ｒｂには、放射線源５２に対して放射
線の照射開始等を指示するために撮影者が操作する曝射スイッチ５６等を備えた放射線発
生装置５７が設けられている。
【００９０】
　そして、放射線発生装置５７は、コンソールＣからの指示に基づいて、前述したように
、使用されるＦＰＤカセッテまたはＣＲカセッテに応じて、放射線源５２に所定の管電圧
や管電流等を供給したり、放射線源５２を所定の位置に移動させたり、放射線源５２の照
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射方向を変える等して、放射線源５２を起動させるようになっている。
【００９１】
　次に、コンソールＣや管理装置Ｓ（図７、図８参照）について説明する。
【００９２】
　まず、コンソールＣにおける各処理の一般的な構成について説明する。本発明に特有の
コンソールＣの表示部Ｃａに表示させる撮影オーダ情報の表示順を可変させる処理等につ
いては、各処理の一般的な構成について説明した後で説明する。
【００９３】
　コンソールＣは、図示しないＣＰＵやＲＯＭ、ＲＡＭ、入出力インターフェース等がバ
スに接続されたコンピュータ等で構成されている。ＲＯＭには所定のプログラムが格納さ
れており、コンソールＣは、必要なプログラムを読み出してＲＡＭの作業領域に展開して
プログラムに従って各種処理を実行するようになっている。
【００９４】
　コンソールＣには、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）やＬＣＤ（Liquid Crystal Display）
等からなる表示部Ｃａ（図７、図８参照）が設けられており、その他、キーボードやマウ
ス等の図示しない入力手段等が接続されている。また、コンソールＣには、ハードディス
ク等で構成された図示しない記憶手段が接続されており、或いは、内蔵されている。
【００９５】
　前述したように、図８に示した放射線画像撮影システム５０では、コンソールＣと撮影
室Ｒａとが予め１対１に対応付けられている。そのため、下記の図７に示した放射線画像
撮影システム５０の場合のようなコンソールＣによる撮影室Ｒａの指定等の処理は不要で
ある。
【００９６】
　一方、図７に示した放射線画像撮影システム５０では、コンソールＣと撮影室Ｒａとが
予め１対１に対応付けられていない。そこで、放射線技師は、あるコンソールＣで、これ
から撮影を行う撮影室Ｒａが指定できるように構成される。この指定により、コンソール
Ｃと撮影室Ｒａとが対応付けられるとともに、他のコンソールＣに対して当該コンソール
Ｃが当該撮影室Ｒａを使用することが宣言されるようになっている。
【００９７】
　すなわち、例えば、コンソールＣ１で撮影室Ｒａ１と撮影室Ｒａ２が指定されると、そ
の後は、コンソールＣ１による指定が解除されるまでは、他のコンソールＣ２で撮影室Ｒ
ａ１や撮影室Ｒａ２を指定することができなくなる。
【００９８】
　そして、例えば、コンソールＣ２で撮影室Ｒａ２内に存在するＦＰＤカセッテ１や専用
機型の放射線画像撮影装置を制御することができなくなり、或いは、撮影室Ｒａ２内に存
在するＦＰＤカセッテ１や専用機型の放射線画像撮影装置からコンソールＣ２に画像デー
タＤ等を送信することができなくなる。
【００９９】
　なお、本実施形態では、各撮影室Ｒａから管理装置Ｓへのデータや情報等の送信は、コ
ンソールＣによる指定に関わらず行うことができるように構成される。
【０１００】
　また、図８に示した放射線画像撮影システム５０では、コンソールＣと撮影室Ｒａとが
予め１対１に対応付けられているため、撮影室Ｒａや前室Ｒｂ内の各装置からコンソール
Ｃ等に信号やデータ等を送信する際、コンソールＣは、信号等に付帯されている中継器Ｉ
Ｄを参照しなくても、当該信号等が当該コンソールＣに対応付けられた撮影室Ｒａから送
信されてきたものであると認識することができる。
【０１０１】
　一方、図７に示した放射線画像撮影システム５０では、コンソールＣと撮影室Ｒａとが
予め１対１に対応付けられていないため、コンソールＣは、送信されてきた信号等に付帯
されている中継器ＩＤを参照することで、当該信号等がどの撮影室Ｒａから送信されてき
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たものであるかを認識することができる。
【０１０２】
　すなわち、図７に示した放射線画像撮影システム５０では、コンソールＣは、予め撮影
室Ｒａの識別情報と当該撮影室Ｒａ内に設けられた中継器５４の中継器ＩＤとを対応付け
たテーブルを備えており、信号やデータ等が送信されてくると、その信号等に付帯されて
いる中継器ＩＤを参照して、当該信号等がどの撮影室Ｒａから送信されてきたものである
かを認識するように構成される。
【０１０３】
　そのため、上記のようにコンソールＣにより撮影室Ｒａが指定されて、当該コンソール
Ｃと撮影室Ｒａとが対応付けられると、当該撮影室Ｒａ内のＦＰＤカセッテ１や専用機型
の放射線画像撮影装置から送信された間引きデータＤｔや画像データＤ等が確実に当該コ
ンソールＣに送信されるようになる。
【０１０４】
　なお、図７に示した放射線画像撮影システム５０においても、図８に示した放射線画像
撮影システム５０においても、管理装置Ｓは、特定の撮影室Ｒａと１対１に対応付けられ
ていない。そこで、管理装置Ｓは、予め撮影室Ｒａの識別情報と当該撮影室Ｒａ内に設け
られた中継器５４の中継器ＩＤとを対応付けたテーブルを備えており、各撮影室Ｒａから
中継器５４を介して信号やデータ等が送信されてくると、その信号等に付帯されている中
継器ＩＤを参照して、当該信号等がどの撮影室Ｒａから送信されてきたものであるかを認
識するようになっている。
【０１０５】
　次に、本実施形態におけるコンソールＣでの画像処理等について説明する。
【０１０６】
　コンソールＣは、放射線技師等の操作により、前述したＨＩＳやＲＩＳからネットワー
クＮを介して撮影オーダ情報等の必要な情報を入手するようになっている。撮影オーダ情
報は、少なくとも被写体の撮影部位の情報を含む撮影条件を指定して設定されるようにな
っている。
【０１０７】
　具体的には、撮影オーダ情報は、図１４に例示するように、「患者ＩＤ」Ｐ２、「患者
氏名」Ｐ３、「性別」Ｐ４、「診療科」Ｐ５等の患者情報や、「部位・条件」Ｐ６等の撮
影条件等で構成されている。そして、撮影オーダが登録された順に、各撮影オーダ情報に
対して「登録番号」Ｐ１が自動的に割り当てられるようになっている。
【０１０８】
　コンソールＣは、撮影オーダ情報を入手すると、図１５に示すように、表示部Ｃａ上に
各撮影オーダ情報の一覧を選択画面Ｈ１として表示するようになっている。
【０１０９】
　本実施形態では、選択画面Ｈ１には、各撮影オーダ情報のほか、撮影オーダ情報の詳細
な説明を表示させるための「詳細」ボタンｈ１１や、次のページにスクロールするための
「次ページ」ボタンｈ１２、選択画面Ｈ１の表示を終了させるための「終了」ボタンｈ１
３等が表示されるようになっている。
【０１１０】
　また、本実施形態では、コンソールＣは、各撮影オーダ情報を選択画面Ｈ１に表示する
際、図１５に示すように、撮影オーダ情報に指定されている撮影部位（図１４や図１５で
は「部位」と表記されている。）や診療科Ｐ６の情報に基づいて、各撮影オーダ情報に、
撮影で用いられるブッキー装置５１や専用機型の放射線画像撮影装置のタイプＰ７や、そ
れらに対応するアイコンＰ８を付加して表示するようになっている。
【０１１１】
　なお、例えば、後述する管理装置Ｓで、ＨＩＳやＲＩＳからの各撮影オーダ情報を入手
し、上記の各撮影オーダ情報へのタイプＰ７すなわち立位撮影用か臥位撮影用かの情報や
それらに対応するアイコンＰ８の付加を行うように構成し、コンソールＣは、管理装置Ｓ
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からタイプＰ７やアイコンＰ８等が付加された各撮影オーダ情報を入手するように構成す
ることも可能である。
【０１１２】
　また、本実施形態では、放射線技師は、コンソールＣ（或いは管理装置Ｓ）が撮影オー
ダ情報に付加した、撮影で用いられるブッキー装置５１や専用機型の放射線画像撮影装置
のタイプＰ７以外のタイプで撮影を行いたい場合には、例えば当該撮影オーダ情報のタイ
プＰ７の欄をクリックして、タイプＰ７を変更することができるようになっている。
【０１１３】
　具体的には、タイプＰ７の欄をクリックすると、選択画面Ｈ１上に図示しないウインド
ウが開き、「立位」、「臥位」、「単独」の各項目が表示されるようになっている。なお
、「立位」とは立位撮影用のブッキー装置５１Ａや専用機型の放射線画像撮影装置、「臥
位」とは臥位撮影用のブッキー装置５１Ｂや専用機型の放射線画像撮影装置、「単独」と
はＦＰＤカセッテ１をブッキー装置５１に装填せずに単独の状態で撮影に用いる場合を指
す。
【０１１４】
　例えば、病院に入院している患者Ｃ（図１５参照）がベッドから起き上がれない状態で
あるため、ベッドごと撮影室Ｒａに運び、患者Ｃの足首とベッドとの間にＦＰＤカセッテ
１を挿入した状態で放射線画像撮影を行う場合、当該撮影には、ＦＰＤカセッテ１が単独
の状態で用いられる。
【０１１５】
　そこで、放射線技師は、選択画面Ｈ１上に表示された撮影オーダ情報において、図１５
に示すように、患者Ｃの足首の撮影が、臥位撮影用のブッキー装置５１Ｂや専用機型の放
射線画像撮影装置を用いて行うように表示されている場合には、上記のように、登録番号
「００３」の撮影オーダ情報のタイプＰ７の欄をクリックして「単独」の項目を選択する
。
【０１１６】
　すると、図１６に示すように、当該撮影オーダ情報のタイプＰ７の表示が「単独」に切
り替わるとともに、それに対応するアイコンＰ８も、ＦＰＤカセッテ１が単独の状態で用
いられることを表す表示に切り替わるようになっている。
【０１１７】
　本実施形態では、放射線技師等は、図１５や図１６に示した選択画面Ｈ１上で、例えば
撮影オーダ情報の登録番号Ｐ１等をクリックすることで、各撮影オーダ情報の中から必要
な撮影オーダ情報を選択することができるようになっている。
【０１１８】
　コンソールＣは、撮影オーダ情報が選択されると、選択画面Ｈ１上で、選択された撮影
オーダ情報の欄を、例えば特定の色で着色して表示するようになっている。また、コンソ
ールＣは、選択された撮影オーダ情報の例えば登録番号Ｐ１等の情報を管理装置Ｓに送信
するようになっている。
【０１１９】
　管理装置Ｓは、あるコンソールＣから選択された撮影オーダ情報の情報が送信されてく
ると、その情報を記憶手段に保存するとともに、当該コンソールＣ以外の他のコンソール
Ｃにその情報を転送するようになっている。
【０１２０】
　そして、他のコンソールＣは、管理装置Ｓから上記の情報が転送されてくると、当該他
のコンソールＣの表示部Ｃａ上に各撮影オーダ情報を表示させる際に、選択された撮影オ
ーダ情報の欄を、例えば網掛け状に表示するとともに、当該他のコンソールＣの選択画面
Ｈ１上では、網掛け状等に表示された撮影オーダ情報を選択できなくするように構成され
る。
【０１２１】
　すなわち、本実施形態では、あるコンソールＣで撮影オーダ情報が選択されると、選択
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された撮影オーダ情報については、他のコンソールＣでは選択することができないように
なっている。このように構成することで、重複撮影が防止される。
【０１２２】
　また、後述するように、撮影オーダ情報に基づく撮影で得られた画像データＤ等に基づ
いて放射線画像ｐが生成され、生成された放射線画像ｐが確定されると、管理装置Ｓによ
り、当該撮影オーダ情報が各コンソールＣの表示部Ｃａに表示された選択画面Ｈ１上から
削除されるようになっているが、この点については、後で説明する。
【０１２３】
　放射線技師が上記のようにして選択画面Ｈ１上で撮影オーダ情報を選択して「終了」ボ
タンｈ１３をクリックすると、コンソールＣは、表示部Ｃａ上に、例えば図１７に示すよ
うな画面Ｈ２を表示するようになっている。なお、図１７では、患者Ａで撮影オーダ情報
をソートし、当該患者Ａに関する４つの撮影オーダ情報が抽出された場合が例示されてい
る。
【０１２４】
　画面Ｈ２には、図１７に示すように、各撮影オーダ情報に対応する各アイコンＩが表示
され、各アイコンＩの下部には、後述するように、アイコンＩの位置に表示されるプレビ
ュー画像ｐ_preを撮影者が見て再撮影が不要と判断したり、アイコンＩの位置に表示され
る放射線画像ｐが正常であると判断して放射線画像ｐを確定させる際にクリックする「Ｏ
Ｋ」ボタンと、再撮影が必要であったり、放射線画像ｐに対する画像処理等をやり直す際
にクリックする「ＮＧ」ボタンがそれぞれ表示されている。
【０１２５】
　また、画面Ｈ２の右側に表示されている照射条件の設定用の表示Ｉａ上の各項目の「＋
」ボタンや「－」ボタンをクリックすることで、放射線発生装置５７の放射線源５２の管
電圧や管電流、照射時間等の照射条件を変更して設定することができるようになっている
。
【０１２６】
　一方、本実施形態では、各アイコンＩ１～Ｉ４は、何れか１つのアイコンＩ（図１７の
場合はアイコンＩ２）が目立つようにフォーカスされて表示されるようになっており、フ
ォーカスされているアイコンＩに対応する撮影オーダ情報に基づく撮影が行われるように
なっている。なお、放射線技師が、別の撮影オーダ情報に基づく撮影を行いたい場合には
、その撮影オーダ情報に対応する他のアイコンＩをクリックする等して操作することによ
り、フォーカスを遷移させることができるようになっている。
【０１２７】
　また、本実施形態では、コンソールＣは、フォーカスされているアイコンＩに対応する
撮影オーダ情報に基づく撮影が行われるように、撮影室Ｒａ内の放射線発生装置５７を制
御して、放射線源５２に所定の管電圧や管電流、照射時間等の照射条件で起動させたり、
放射線源５２を移動させたり、その照射方向を変えさせるようになっている。
【０１２８】
　なお、画面Ｈ２の左側には、フォーカスして表示されているアイコンＩに対応する撮影
オーダ情報で指定された撮影部位が、放射線技師が一目で分かるように表した人体モデル
Ｉｂ上に表示されるようになっている。
【０１２９】
　一方、フォーカスして表示されたアイコンＩに対応する撮影オーダ情報に基づく放射線
画像撮影が行われると、前述したように、ＦＰＤカセッテ１や専用機型の放射線画像撮影
装置からは、各放射線検出素子７の画像データＤから作成された間引きデータＤｔが送信
されてくる。
【０１３０】
　そして、コンソールＣは、ＦＰＤカセッテ１や専用機型の放射線画像撮影装置から間引
きデータＤｔが送信されてくると、図１８に示すように、送信されてきた間引きデータＤ
ｔに基づくプレビュー画像を、フォーカスされていた元のアイコンＩ２の位置に表示する
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ようになっている。
【０１３１】
　なお、図示を省略するが、撮影者がプレビュー画像ｐ_preを見易いように、プレビュー
画像ｐ_preを画面Ｈ２上に拡大して表示するように構成することも可能である。
【０１３２】
　また、その後、ＦＰＤカセッテ１や専用機型の放射線画像撮影装置から画像データＤが
送信されてくると、コンソールＣは、画像データＤに付帯されている当該ＦＰＤカセッテ
１のカセッテＩＤや専用機型の放射線画像撮影装置の識別情報、およびそれに付帯されて
いる中継器５４の中継器ＩＤを参照する。
【０１３３】
　そして、送信されてきた画像データＤが、当該コンソールＣで指定した撮影室Ｒａ、或
いは当該コンソールＣに１対１に対応付けられている撮影室Ｒａから送信されてきた画像
データＤであること等を確認して、撮影オーダ情報に画像データＤを対応付けるようにな
っている。
【０１３４】
　そして、コンソールＣは、プレビュー画像ｐ_preを所定時間表示する間に、プレビュー
画像ｐ_preを見た撮影者が「ＮＧ」ボタンをクリックしなければ、図１９に示すように、
フォーカスして表示するアイコンＩを例えば次のアイコンＩ３に遷移させるとともに、元
のアイコンＩ２に対応する撮影でＦＰＤカセッテ１や専用機型の放射線画像撮影装置から
送信されてきた画像データＤ等に基づく放射線画像ｐの生成処理を開始するようになって
いる。
【０１３５】
　なお、プレビュー画像ｐ_preを見た撮影者が上記の所定時間の間に「ＮＧ」ボタンをク
リックした場合には、撮影オーダ情報に対する画像データＤの対応付けを解除するととも
に、間引きデータＤｔや画像データＤを抹消する。また、画像データＤ等に基づく放射線
画像ｐの生成処理も行わない。
【０１３６】
　コンソールＣは、撮影に用いられたＦＰＤカセッテ１や専用機型の放射線画像撮影装置
に関するゲイン補正値等の補正データを管理装置Ｓから入手するようになっている。また
、前述したように、ＦＰＤカセッテ１や専用機型の放射線画像撮影装置からは撮影ごとに
オフセットデータＯが送信されてくる。
【０１３７】
　そのため、放射線画像ｐの生成処理では、コンソールＣは、それらに基づいて、オフセ
ット補正やゲイン補正、欠陥画素補正、撮影部位に応じた諧調処理等の処理を行うように
なっている。また、撮影の際に、ＦＰＤカセッテ１や専用機型の放射線画像撮影装置にグ
リッドを取り付けて撮影が行われている場合があるため、グリッドによるモアレ除去のた
めのフィルタリング処理をさらに行うようになっている。
【０１３８】
　グリッドを用いた撮影を行う場合、グリッドピッチとＦＰＤカセッテ１等の画素サイズ
との関係で、画像データＤにモアレを生じる場合がある。このモアレ対策として、例えば
特開２０００－３１６１２６号公報に記載されているように、使用するグリッドを適正に
選択すれば、モアレ発生を避けることができる。また、特開平８－８８７６５号公報に記
載されているように、一旦、身近のグリッドを使用して撮影を行い、画像データＤ中に含
まれるモアレ成分を、次工程でフィルタリング処理して除去することも知られている。
【０１３９】
　ＦＰＤカセッテ１の場合、本実施形態で説明するように複数の撮影室Ｒａで使用された
り、後述する実施形態で説明するように回診先で使用されるので、使用するグリッド種を
制限することは得策ではない。すなわち、ＣＲカセッテを用いて撮影を行っていた際に使
用されていたグリッドをそのまま使用することが好ましい。また、撮影の都度、各撮影に
使用したグリッドピッチ情報を読取り画像に対応付けて保存とすることも可能であるが、
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専用機型のＦＰＤカセッテの場合とは異なり、ＦＰＤカセッテ１の場合、グリッドピッチ
情報を対応付けるには、大がかりな既存の撮影設備改造が必要になり、しかも、各撮影に
おける放射線技師等の撮影者の操作も増えるため、現実的ではない。
【０１４０】
　従って、使用するグリッドを限定せず、使用可能性のあるグリッドピッチに対応したモ
アレ除去フィルタを予め数種準備しておき、画像データＤに対して、予め準備しておいた
全てのフィルタを順次適用することで、モアレのない放射線画像ｐを得る方法が、ＦＰＤ
カセッテ１にとっては好ましい。
【０１４１】
　コンソールＣは、放射線画像ｐを生成すると、図１９に示したように、生成した放射線
画像ｐを元のアイコンＩ２の位置に表示する。そして、放射線画像ｐを見た放射線技師は
、生成された放射線画像ｐが正常であると判断する場合には「ＯＫ」ボタンをクリックす
る。そして、「ＯＫ」ボタンがクリックされると、コンソールＣは、放射線画像ｐを確定
させて、放射線画像ｐを撮影オーダ情報に対応付けるようになっている。
【０１４２】
　そして、コンソールＣは、放射線画像ｐを生成して確定した当該撮影オーダ情報に関す
る情報を管理装置Ｓに送信する。また、コンソールＣは、確定された放射線画像ｐのデー
タ等を、ＰＡＣＳ（Picture Archiving and Communication System）やＱＡ（Quality As
surance）ステーション等にネットワークＮを介して送信するようになっている。
【０１４３】
　次に、管理装置Ｓ（図７、図８参照）について説明する。管理装置Ｓは、図示しないＣ
ＰＵやＲＯＭ、ＲＡＭ、入出力インターフェース等がバスに接続されたサーバコンピュー
タ等で構成されている。
【０１４４】
　ＲＯＭには所定のプログラムが格納されており、管理装置Ｓは、必要なプログラムを読
み出してＲＡＭの作業領域に展開してプログラムに従って各種処理を実行するようになっ
ている。また、管理装置Ｓには、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）等で構成された図示しない
記憶手段が接続されており、或いは、内蔵されている。
【０１４５】
　管理装置Ｓの記憶手段には、放射線画像撮影システム５０（図７、図８参照）内で使用
し得る各ＦＰＤカセッテ１に関するゲイン補正値等の補正データの情報等が予め保存され
ている。そして、管理装置Ｓは、コンソールＣから、あるＦＰＤカセッテ１に関する補正
データの送信要求があった場合に、当該ＦＰＤカセッテ１に関する補正データ等の必要な
情報を当該コンソールＣに送信するようになっていることは前述した通りである。
【０１４６】
　また、本実施形態では、前述したように、撮影室Ｒａに持ち込まれたＦＰＤカセッテ１
がクレードル５５（図１２参照）に挿入されたり、撮影室Ｒａや前室Ｒｂの扉付近に設け
られたタグリーダ５８（図１３参照）によりＦＰＤカセッテ１内に内蔵されたＲＦＩＤタ
グが読み取られる等して、ＦＰＤカセッテ１のカセッテＩＤ等が、中継器５４を介して管
理装置Ｓに通知されてくる。
【０１４７】
　そこで、管理装置Ｓは、通知されてきたカセッテＩＤを、カセッテＩＤに付帯されてい
る中継器ＩＤに対応する撮影室Ｒａの識別情報に対応付けて記憶手段に保存し、そのカセ
ッテＩＤを有するＦＰＤカセッテ１が当該撮影室Ｒａ内に存在することを認識して管理す
るようになっている。
【０１４８】
　なお、当該撮影室Ｒａに対応付けられたコンソールＣにおいても、クレードル５５やタ
グリーダ５８から通知されてきたカセッテＩＤに基づいて、当該カセッテＩＤを有するＦ
ＰＤカセッテ１が当該撮影室Ｒａ内に存在することを認識するように構成することも可能
である。
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【０１４９】
　また、先に、コンソールＣで、当該カセッテＩＤを有するＦＰＤカセッテ１が当該撮影
室Ｒａ内に存在することを認識したうえで、管理装置Ｓに、当該ＦＰＤカセッテ１のカセ
ッテＩＤと撮影室Ｒａの識別情報を通知するように構成することも可能である。また、こ
のように構成することが可能であることは、下記のＦＰＤカセッテ１のブッキー装置５１
への装填の際の通知についても同様である。
【０１５０】
　一方、本実施形態では、前述したように、ブッキー装置５１のコネクタ５１ｂとＦＰＤ
カセッテ１のコネクタ３９とが接続されると（図１０、図１１参照）、管理装置Ｓに、撮
影室Ｒａの中継器５４の中継器ＩＤが付帯されたカセッテＩＤおよびブッキーＩＤが通知
されてくる。
【０１５１】
　そこで、管理装置Ｓは、通知されてきたカセッテＩＤを、カセッテＩＤに付帯されてい
る中継器ＩＤに対応する撮影室Ｒａ内に設けられたブッキー装置５１の識別情報であるブ
ッキーＩＤに対応付けて記憶手段に保存する。
【０１５２】
　そして、カセッテＩＤ「ＦＰＤ－００１」のＦＰＤカセッテ１が、例えば撮影室Ｒａ１
（図７～図９参照）の立位撮影用のブッキー装置５１Ａに装填されたとすると、例えば図
２０に示すように、ＦＰＤカセッテ１のカセッテＩＤ「ＦＰＤ－００１」を立位撮影用の
ブッキー装置５１Ａの識別情報に対応付けて、カセッテＩＤ「ＦＰＤ－００１」のＦＰＤ
カセッテ１が撮影室Ｒａ１内に設けられた立位撮影用のブッキー装置５１Ａに装填されて
いることを認識して管理するようになっている。
【０１５３】
　なお、図２０や後述する図２１において、カセッテＩＤ「ＦＰＤ－００４」等を有する
ＦＰＤカセッテ１は、撮影室Ｒａ１内に存在することが管理装置Ｓに認識されたが、いず
れの立位撮影用や臥位撮影用のブッキー装置５１Ａ、５１Ｂには装填されていない状態で
あることを示している。
【０１５４】
　また、図２０に示した状態で、放射線技師により、例えばカセッテＩＤ「ＦＰＤ－００
３」のＦＰＤカセッテ１が撮影室Ｒａ１内の臥位撮影用のブッキー装置５１Ｂに装填され
た場合には、図２１に示すように、管理装置Ｓは、ＦＰＤカセッテ１のカセッテＩＤ「Ｆ
ＰＤ－００３」を臥位撮影用のブッキー装置５１Ｂの識別情報に対応付ける。このように
して、管理装置Ｓは、カセッテＩＤ「ＦＰＤ－００３」のＦＰＤカセッテ１が撮影室Ｒａ
１内に設けられた臥位撮影用のブッキー装置５１Ｂに装填されていることを認識して管理
するようになっている。
【０１５５】
　また、図２０や図２１では図示を省略したが、管理装置Ｓは、撮影室Ｒａ内に、立位撮
影用の専用機型の放射線画像撮影装置や臥位撮影用の専用機型の放射線画像撮影装置が存
在する場合、図２０等のマップ中に、各撮影室Ｒａ内に設けられている専用機型の放射線
画像撮影装置のタイプ（すなわち「立位」、「臥位」或いはその両方）もあわせて管理す
るようになっている。
【０１５６】
　そして、管理装置Ｓは、少なくとも以下で説明する撮影オーダ情報の表示順の可変処理
等においては、撮影室Ｒａ内で立位撮影用のブッキー装置５１Ａ（或いは臥位撮影用のブ
ッキー装置５１Ｂ）にＦＰＤカセッテ１が装填されていることと、当該撮影室Ｒａ内に立
位撮影用の専用機型の放射線画像撮影装置（或いは臥位撮影用の専用機型の放射線画像撮
影装置）が存在することとを、同等に扱うようになっている。
【０１５７】
　次に、本実施形態における、管理装置Ｓによる、コンソールＣの表示部Ｃａに表示させ
る撮影オーダ情報の表示順を可変させる処理等について説明する。また、以下、本実施形
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態に係る放射線画像撮影システム５０の作用についてもあわせて説明する。
【０１５８】
　本実施形態では、管理装置Ｓは、コンソールＣに対応付けられている撮影室Ｒａ（図８
に示したように予め１対１に対応付けられている場合を含む。）における、ＦＰＤカセッ
テ１が装填されているブッキー装置５１のタイプの情報や当該撮影室Ｒａに備えられた専
用機型の放射線画像撮影装置のタイプの情報（図１５、図１６のＰ７参照。すなわち「立
位」、「臥位」或いは「単独」）に基づいて、当該コンソールＣが、上記のように表示部
Ｃａの選択画面Ｈ１上に各撮影オーダ情報を表示させる際の表示順を可変させるようにな
っている。
【０１５９】
　具体的には、例えば図７に示した放射線画像撮影システム５０では、コンソールＣで撮
影に用いられる撮影室Ｒａ（例えば撮影室Ｒａ１）が指定された時点で、管理装置Ｓは、
例えば図２０に示したマップを参照し、指定された撮影室Ｒａ１内でＦＰＤカセッテ１が
装填されているブッキー装置５１が立位撮影用のブッキー装置５１Ａであると判断する。
【０１６０】
　また、図７、図８に示したいずれの放射線画像撮影システム５０においても、例えば撮
影室Ｒａ１内の立位撮影用のブッキー装置５１ＡにＦＰＤカセッテ１が装填された場合に
は、管理装置Ｓは、その時点で、図２０に示したように撮影室Ｒａ１内でＦＰＤカセッテ
１が装填されたブッキー装置５１が立位撮影用のブッキー装置５１Ａであると判断する。
【０１６１】
　また、撮影室Ｒａ１内に、立位撮影用の専用機型の放射線画像撮影装置が存在する場合
にも、管理装置Ｓは、撮影室Ｒａ１内に立位撮影用の専用機型の放射線画像撮影装置が存
在すると判断する。
【０１６２】
　そして、管理装置Ｓは、撮影室Ｒａ１に対応付けられたコンソールＣに対して、表示部
Ｃａの選択画面Ｈ１上に各撮影オーダ情報を表示させる際に、各撮影オーダ情報の表示順
を、立位撮影用のブッキー装置５１Ａや専用機型の放射線画像撮影装置を用いて撮影を行
う各撮影オーダ情報が選択画面Ｈ１上の上位に表示されるようにソートさせて可変させる
ようになっている。
【０１６３】
　なお、管理装置Ｓが、各撮影オーダ情報を上記のようにソートし、その状態の各撮影オ
ーダ情報を当該コンソールＣに送信して表示させるように構成してもよい。
【０１６４】
　このように構成すると、例えば、上記のようにＦＰＤカセッテ１が立位撮影用のブッキ
ー装置５１Ａに装填されたり立位撮影用の専用機型の放射線画像撮影装置のみが存在する
撮影室Ｒａ１に対応付けられたコンソールＣでは、例えば図２２に示すように、選択画面
Ｈ１上に、当該コンソールＣが入手した各撮影オーダ情報がソートされて、タイプＰ７が
「立位」の各撮影オーダ情報が上位に表示される状態で、各撮影オーダ情報が表示される
。
【０１６５】
　前述したように、例えば病院等の施設で、「立位」の放射線画像撮影のみを専門に行う
放射線技師がいる場合、例えば図７に示した放射線画像撮影システム５０では、当該放射
線技師は、立位撮影用のブッキー装置５１Ａや専用機型の放射線画像撮影装置が存在する
撮影室ＲａをコンソールＣで指定する。
【０１６６】
　また、例えば図８に示した放射線画像撮影システム５０の場合には、立位撮影用のブッ
キー装置５１Ａや専用機型の放射線画像撮影装置が存在する撮影室ＲａとコンソールＣを
用いて撮影を行う。なお、上記のいずれの場合でも、立位撮影用のブッキー装置５１Ａを
用いる場合には、当該ブッキー装置５１ＡにＦＰＤカセッテ１を装填する。
【０１６７】
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　すると、上記のように、管理装置Ｓにより、例えば図２２に示したように、選択画面Ｈ
１上に表示される各撮影オーダ情報の表示順が、タイプＰ７が「立位」の各撮影オーダ情
報が上位に表示されるように可変させられた状態で、当該コンソールＣの選択画面Ｈ１上
に各撮影オーダ情報が表示される。
【０１６８】
　例えば、図１５に示したように、選択画面Ｈ１上に各撮影オーダ情報を登録順に表示さ
せると、「立位」の放射線画像撮影のみを専門に行う放射線技師は、表示された各撮影オ
ーダ情報の中から、タイプＰ７が「立位」の撮影オーダ情報をいちいちピックアップして
選択することが必要になる。
【０１６９】
　しかし、上記の本実施形態のように、管理装置ＳによりコンソールＣでの撮影オーダ情
報の表示順を可変させて、例えばタイプＰ７が「立位」の各撮影オーダ情報が上位にくる
ように表示順を可変させることで、タイプＰ７が「立位」の各撮影オーダ情報が選択画面
Ｈ１上で一箇所に集まり、しかも、当該放射線技師に見易い、選択画面Ｈ１の最上位に表
示されるようになる。
【０１７０】
　そのため、当該放射線技師は、例えば図２２に示した選択画面Ｈ１上で上位に表示され
ているタイプＰ７が「立位」の各撮影オーダ情報を選択し易くなり、例えば上から順に順
次選択しながら撮影を行うことが可能となる。そのため、当該放射線技師にとって、コン
ソールＣ上での操作を非常に容易に行うことが可能となり、放射線画像撮影システム５０
が、非常に使い勝手がよいものとなる。
【０１７１】
　一方、上記のように、「立位」の放射線画像撮影のみを専門に行う放射線技師が、タイ
プＰ７が「立位」の各撮影オーダ情報に基づく撮影を行ってくれるため、例えば、前述し
た「立位」や「臥位」を含むあらゆる形態での撮影を行うことが許されている放射線技師
は、それ以外のタイプＰ７が「臥位」や「単独」の各撮影オーダ情報に基づく撮影を行え
ばよい。
【０１７２】
　そこで、「立位」や「臥位」を含むあらゆる形態での撮影を行うことが許されている放
射線技師は、例えば図７に示した放射線画像撮影システム５０では、臥位撮影用のブッキ
ー装置５１Ｂや専用機型の放射線画像撮影装置が存在する撮影室Ｒａを別のコンソールＣ
で指定する。
【０１７３】
　また、例えば図８に示した放射線画像撮影システム５０の場合には、臥位撮影用のブッ
キー装置５１Ｂや専用機型の放射線画像撮影装置が存在する撮影室ＲａとコンソールＣを
用いて撮影を行う。なお、上記のいずれの場合でも、臥位撮影用のブッキー装置５１Ｂを
用いる場合には、当該ブッキー装置５１ＢにＦＰＤカセッテ１を装填する。
【０１７４】
　すると、前述したように、管理装置Ｓにより、選択画面Ｈ１上に表示される各撮影オー
ダ情報の表示順が、今度は、タイプＰ７が「臥位」の各撮影オーダ情報が上位に表示され
るように可変させられた状態で、当該コンソールＣの選択画面Ｈ１上に各撮影オーダ情報
が表示される。
【０１７５】
　そのため、当該放射線技師は、各撮影オーダ情報の中からタイプＰ７が「臥位」の撮影
オーダ情報をいちいちピックアップして選択しなくても、選択画面Ｈ１上で、タイプＰ７
が「臥位」の各撮影オーダ情報が最上位に表示されるため、撮影オーダ情報を選択し易く
なる。
【０１７６】
　そのため、「立位」や「臥位」を含むあらゆる形態での撮影を行うことが許されている
放射線技師にとっても、コンソールＣ上での操作を非常に容易に行うことが可能となり、
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放射線画像撮影システム５０が、非常に使い勝手がよいものとなる。
【０１７７】
　ところで、撮影オーダ情報に基づく撮影が終わり、当該撮影で得られた画像データＤ等
に基づいて放射線画像ｐが生成されたにもかかわらず、選択画面Ｈ１上に当該撮影オーダ
情報が残ったままであると、当該撮影オーダ情報に基づく撮影が、誤って再度行われてし
まう事態が生じかねない。
【０１７８】
　そこで、本実施形態では、管理装置Ｓは、あるコンソールＣから、撮影オーダ情報に基
づく放射線画像撮影により得られた画像データＤに基づいて生成した放射線画像ｐが確定
された旨の通知を受信すると、放射線画像撮影システム５０内の各コンソールＣに対して
、表示部Ｃａの選択画面Ｈ１に表示させる各撮影オーダ情報から、当該撮影オーダ情報を
削除させるようになっている。
【０１７９】
　このように構成すれば、既に撮影が行われ、放射線画像ｐが確定された撮影オーダ情報
に基づく撮影が誤って再度行われることが的確に防止され、不要な再撮影が行われないよ
うにすることが可能となる。
【０１８０】
　以上のように、本実施形態に係る放射線画像撮影システム５０によれば、管理装置Ｓは
、コンソールＣに対応付けられている撮影室ＲａにおけるＦＰＤカセッテ１が装填されて
いるブッキー装置５１のタイプの情報や撮影室Ｒａに備えられた専用機型の放射線画像撮
影装置のタイプの情報に基づいて、コンソールＣが撮影オーダ情報を表示部Ｃａの選択画
面Ｈ１に表示させる際の表示順を可変させるように構成した。
【０１８１】
　そのため、放射線技師は、撮影室Ｒａ内の特定のタイプのブッキー装置５１にＦＰＤカ
セッテ１を装填したり、或いは特定のタイプの専用機型の放射線画像撮影装置が設けられ
ている撮影室Ｒａを指定することで、コンソールＣの選択画面Ｈ１上に、当該タイプＰ７
の各撮影オーダ情報が上位に表示されるように表示順が可変された状態で、各撮影オーダ
情報を表示させることが可能となる。
【０１８２】
　そのため、放射線技師は、例えば登録順に表示された各撮影オーダ情報の中から当該タ
イプの撮影オーダ情報をいちいちピックアップして選択する必要がなくなる。そして、例
えば当該タイプが上位に表示された各撮影オーダ情報を上から順に順次選択することが可
能となり、選択画面Ｈ１上で撮影オーダ情報を選択し易くなる。
【０１８３】
　そのため、放射線技師にとって、コンソールＣ上での操作を非常に容易に行うことが可
能となり、放射線画像撮影システム５０が、非常に使い勝手がよいものとなる。
【０１８４】
　なお、上記の実施形態では、各コンソールＣは、放射線画像ｐを生成して確定すると、
放射線画像ｐやその放射線画像ｐが対応付けられた撮影オーダ情報等を、ＰＡＣＳやＱＡ
ステーション等に送信するように構成されている場合について説明した。
【０１８５】
　しかし、放射線画像ｐをＰＡＣＳ等に送信する場合には、その前に放射線技師がそれら
の放射線画像ｐに対して画像の微調整等を行いたい場合がある。そこで、放射線画像撮影
システム５０の各コンソールＣを、一の患者に対応する撮影オーダ情報に基づく放射線画
像撮影で得られた画像データＤに基づいて生成し確定された放射線画像ｐを、当該一の患
者に関して指定されたコンソールＣに送信するように構成することが可能である。
【０１８６】
　このように構成すれば、例えば、複数の撮影室Ｒａで撮影され、複数のコンソールＣ上
で生成され確定された当該一の患者に関する各放射線画像ｐが、１つのコンソールＣに集
められる。そのため、そのコンソールＣ上で、当該一の患者に関する各放射線画像ｐに対
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してまとめて微調整等の処理を行うことが可能となる。
【０１８７】
　また、上記のように、病院等の施設に、「立位」の放射線画像撮影のみを専門に行う放
射線技師と、「立位」や「臥位」を含むあらゆる形態での撮影を行うことが許されている
放射線技師とがいるような場合、生成された各放射線画像ｐの微調整を行う権限が与えら
れた放射線技師は後者の放射線技師である場合が多い。
【０１８８】
　そして、このような場合、一の患者に対する各撮影の流れは、上記のように、まず、「
立位」の放射線画像撮影のみを専門に行う放射線技師が「立位」の撮影を行った後で、「
立位」や「臥位」を含むあらゆる形態での撮影を行うことが許されている放射線技師が他
の形態での撮影を行うような流れであることが多い。
【０１８９】
　そこで、各放射線画像ｐが集められる１つのコンソールＣとして、当該一の患者に対応
する全ての撮影オーダ情報の中で、最後の撮影オーダに基づく放射線画像撮影を行って放
射線画像ｐを生成させたコンソールＣを選択することが可能である。
【０１９０】
　このように構成すれば、一の患者に対応する全ての撮影オーダ情報の中で、最後の撮影
オーダに基づく放射線画像撮影を行って放射線画像ｐを生成させたコンソールＣを操作し
ているのは、「立位」や「臥位」を含むあらゆる形態での撮影を行うことが許されており
生成された各放射線画像ｐの微調整を行う権限が与えられた放射線技師である場合が多い
ため、そのような放射線技師が操作するコンソールＣに一の患者に関する全ての放射線画
像ｐが集まり、当該コンソールＣ上で効率的に各放射線画像ｐの微調整等の処理を行うこ
とが可能となる。
【０１９１】
　一方、例えば上記のように、「立位」の放射線画像撮影のみを専門に行う放射線技師が
「立位」の撮影を行った後、他の形態すなわち「臥位」や「単独」の形態で撮影を行う場
合、例えば、放射線技師が患者に対して次に放射線画像撮影を行うべき撮影室Ｒａを指示
して、その撮影室Ｒａの前で待つように指示するような場合がある。
【０１９２】
　また、当該患者の撮影が「立位」の撮影のみである場合には、放射線技師は、患者に対
して、医師の所に戻るように指示したり、帰宅してよい旨を伝えたりするような場合もあ
る。
【０１９３】
　このような場合に、上記の実施形態のように（図２２参照）、コンソールＣの表示部Ｃ
ａ上で、タイプＰ７が「立位」の各撮影オーダ情報が選択画面Ｈ１の上位に表示された状
態のままであると、放射線技師は、その患者の他のタイプＰ７すなわち「臥位」や「単独
」の撮影オーダ情報があるか否かを、画面をスクロールする等して探さなければならなく
なり面倒である。
【０１９４】
　そこで、例えば、放射線技師がコンソールＣに患者の氏名や患者ＩＤを入力すると、例
えば図２３に示すように、コンソールＣの表示部Ｃａ上に、当該患者が次に放射線画像撮
影を行うべき撮影室Ｒａに関する情報を表示するように構成することが可能である。
【０１９５】
　図２３に示す画面Ｈ３では、患者の患者ＩＤＰ２や氏名Ｐ３等の下に、当該患者に関す
る各撮影オーダ情報のうち、撮影部位Ｐ６１や撮影条件Ｐ２、タイプＰ７、アイコンＰ８
が登録順に表示され、アイコンＰ８の右側に、さらに、当該患者が次に放射線画像撮影を
行うべき撮影室Ｒａの候補Ｐ９すなわち「Ｒａ２」等が表示されるようになっている。
【０１９６】
　このように表示させるために、コンソールＣは、まず、入手した各撮影オーダ情報の中
から、当該患者に対応する各撮影オーダ情報を抽出する。そして、管理装置Ｓから、撮影
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室ＲａごとのＦＰＤカセッテ１が装填されているブッキー装置５１のタイプの情報や各撮
影室Ｒａに備えられている専用機型の放射線画像撮影装置のタイプの情報を入手し、それ
らの情報に基づいて、撮影オーダ情報ごとにタイプＰ７に基づいて放射線画像撮影を行う
ことができる撮影室Ｒａを割り出して、上記のように、当該患者が次に放射線画像撮影を
行うべき撮影室Ｐ９を表示するように構成される。
【０１９７】
　このように構成すれば、放射線技師は、画面をスクロールさせる等しなくても、コンソ
ールＣの画面Ｈ３を表示させれば容易に当該患者について他のタイプＰ７すなわち「臥位
」や「単独」の撮影オーダ情報があるか否かを確認することが可能となる。
【０１９８】
　また、他のタイプＰ７の撮影オーダ情報がある場合には、放射線技師は、その撮影室Ｐ
９の表示を見れば、容易に当該患者が次に放射線画像撮影を行うべき撮影室Ｐ９を指示す
ることが可能となる。そのため、放射線画像撮影システム５０が、放射線技師にとって非
常に使い勝手がよいものとなるだけでなく、撮影の早期完了よる患者の早期解放も可能と
なり好ましい。
【０１９９】
　なお、本発明が上記の実施形態や変形例に限定されず、適宜変更可能であることはいう
までもない。
【符号の説明】
【０２００】
１　ＦＰＤカセッテ
５０　放射線画像撮影システム
５１　ブッキー装置
５２　放射線源
５７　放射線発生装置
Ｃ、Ｃ１、Ｃ２　コンソール
Ｃａ　表示部
Ｄ　画像データ
ｐ　放射線画像
Ｐ７　タイプ
Ｐ６１　撮影部位
Ｒａ、Ｒａ１～Ｒａ３　撮影室
Ｓ　管理装置
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